
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

令和８年５月２０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決  

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 火災 

発生日時 令和７年７月３１日 １８時００分頃 

発生場所 熊本県天
あま

草
くさ

市牛
うし

深
ぶか

港 

牛深港灯台から真方位０８１°１,１００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°１１.６′ 東経１３０°０１.８′） 

事故の概要  漁船弥
や

栄
えい

丸は、航行中、機関室で火災が発生した。 

 弥栄丸は、機関室等に焼損を生じた。 

事故調査の経過  令和７年８月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 弥栄丸、４.９トン 

ＫＭ３－５２７６５（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.１１ｍ（Lr）×２.６４ｍ×０.９６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、船内機、２６４.８kＷ、平成４年９月１日 

 第２９３－３５３０４号（船舶検査済票の番号） 

 ４サイクル、回転数毎分２,２００、６気筒、ボア１１７.９mm、 

 使用燃料軽油 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗組員等に関する情報 船長 ５４歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許 登録 日 平成２５年８月２６日 

写真１ 本事故前の本船（漁業協同組合提供、以下「漁協提供」という。） 

操舵室 

船室 

舵輪及びクラッチ・スロットルレバー 
が備えられた船首部の操縦区画 

給油口の位置 

機関室の通風口 
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  免許証交付日 令和５年８月７日 

         （令和１０年８月２５日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 機関室、操舵室等に焼損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ３、視界 良好 

海象：海上 平穏 

機関室の機器配置、電気

系統 

(1) 機関室の機器配置 

本船は、船室と操舵室からなる上部構造物の下方が機関室と 

なっており、船室床面には木製板が１０枚敷かれていた。 

機関室には、過給機付きの主機のほか、ベルトを介して主機で

駆動される発電機２台及び油圧ポンプ１台、自動拡散型消火器等

が備えられており、機関室への出入口は、操舵室床面に設けられ

ていた。 

燃料油タンクは、機関室の両舷に１基ずつ備えられており、各

タンクの給油口は、船室の両舷囲壁にそれぞれ設けられ、給油口

とタンクとがホースで接続されていた。なお、船室の両舷囲壁に

は、機関室の通風口も設けられていた。 

主機からの排気は、過給機、鋼製排気管を経て船尾部から排気

冷却用の海水と共に船外に排出され、また、主機の冷却海水は、

左舷舷側から排出されるようになっていた。 

(2) 電気系統 

機関室に備えられた２台の発電機は、１台が集魚灯使用時の交

流電源（交流２２０Ｖ）として使用され、別の１台（主機付）が

バッテリーの充電に使用されていた。 

バッテリーは、機関室船尾側にある後部甲板の物入れの中に４

台置かれていた。４台のバッテリーは、２台を直列に接続して１

組とした直流２４Ｖ電源に使用されており、１組が主機始動用の

セルモーターに、もう１組が航海計器や作業灯に給電していた。 

バッテリーケーブルは、物入れと機関室の隔壁に設けられた貫

通口を通り機関室に向かって延びていた。 

直流２４Ｖの配電盤は、操舵室前面右舷側にある操舵室と船室

の隔壁に、交流２２０Ｖの配電盤は、操舵室左舷側の壁面にそれ

ぞれ設置され、各配電盤には、電源側から接続された電気配線や

負荷側（航海計器等）に延びる電気配線が複数接続されていた。 

（図１、図２ 参照） 
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主機、電気系統の点検状

況等 

(1) 発航前検査の状況 

船長は、ふだん出航前に、次のとおり、主機等の点検を行って

いた。 

① 機関室に入り、燃料油、エンジンオイル、冷却清水、船底部

のビルジ量等を点検するほか、主機の外観に異状がないか確認

する。 

② 後部甲板の物入れに置かれた４台のバッテリーの各端子と 

バッテリーケーブルとの接続に緩みがないか確認する。 

③ 主機の始動後、冷却海水が正常に船外に排出されているか確

木製板 木製板 木製板 木製板 木製板 

配電盤(直流24V) 

配電盤(交流220V) 

機関室 

出入口 

(上面) 

操舵室と船室の隔壁 

船首側 

木製板 木製板 木製板 木製板 木製板 

図１ 上面から見た機関室の状況（概略） 

図２ 上面及び右舷側面から見た上部構造物の状況（概略） 

主機 

燃料油タンク 

燃料油タンク 

船首側 

油圧ポンプ 

発電機(交流220V) 

（機関室） 

（物入れ） 

（物入れ） 

過給機 

排気管 船尾部へ← 

自動拡散型消火器 

冷却海水 
船外排出部 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ(ｾﾙﾓｰﾀｰ用) ﾊﾞｯﾃﾘｰ(航海計器等用) 発電機(ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電用) 

配電盤(直流24V) 
配電盤(交流220V) 

航海計器 

(右舷側面) 

操舵室 
船室 
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認する。 

(2) 主機の整備状況 

① 本船は平成１２年に中古で購入され、主機は購入時のものが

そのまま使用されていた。 

② 船長は、主機の回転数が上がらなくなったことから、令和７

年６月に機関整備会社に主機の点検及び整備を依頼し、同会社

が不具合のあったインタークーラー（過給機で圧縮された空気

を冷却する装置）を整備した。 

(3) 電気配線の整備状況 

① 本船は、船長が中古で購入後、航海計器を新替えした際、航

海計器から直流２４Ｖ配電盤までの電気配線の交換が行われて

いたが、バッテリーから同配電盤までの電気配線は、購入時の

ものがそのまま使用されていた。 

② 本船は、令和７年３月の船舶検査（定期検査）時に行われた

電気機器及び電路の絶縁抵抗試験*1に合格していた。 

 事故の経過  本船は、船長及び乗組員１人が乗り組み、きびなご漁で使用する氷

を積む目的で、令和７年７月３１日１７時５０分頃、牛深漁港の岸壁

に向けて天草市下
げ

須
ず

島東岸の係留地を出航した。 

船長は、ふだんどおりに発航前検査を行った際、機関室やバッテ 

リーに異状は認めず、主機の始動や冷却海水の船外排出状況にも異状

は認めなかった。 

船長は、操舵室内の左右に渡した木製板の上に立ち、天窓から顔を

出して手動操舵で操船に当たり、約１１ノットの対地速力で本船を航

行させていた。乗組員は、船首部の段差部分に船尾方を向いて腰を掛

けていた。 

なお、ＧＰＳプロッター、レーダー、魚群探知機、集魚灯は使用し

ておらず、配電盤に設置されたそれらの機器の各開閉器（スイッチ）

は入れていなかった。 

船長は、１８時００分頃、牛深港港口にある防波堤の間を抜けて本

船を西進させていた際、船首部の乗組員が船尾方を指さしながら何か

を伝えようとしていたので、操舵室内から船尾方を確認したところ、

船尾部の排気管から出ていると思われる黒煙が見えた。 

船長は、黒煙を見ると同時に主機の回転数が落ちたことに気付いた

が、主機の警報音は聞かなかった。また、操舵室内に煙が出始め、ビ

ニールが焼けたような臭いと目に刺激を感じるようになった。 

船長は、機関室内の状況を確認しようと、同室出入口の蓋を開けた

ところ、同室内に白煙が充満していたので、すぐに同蓋を閉じ、炎は

確認できなかったが、同室内で火災が発生したと判断した。 

 
*1 「絶縁抵抗試験」とは、電気機器や電路といった電気設備の絶縁状態を把握するために通常使用電圧の数倍(500V

程度)を通電して絶縁状態を評価する点検をいう。漏電、感電事故、火災事故を未然に防ぐことが期待できる。 
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船長は、その後すぐに操舵室にも煙が充満し始め、同室から出た

が、持運び式消火器を本船に備えていなかったので、最寄りの船だま

りに入って本船を着岸させようと思い、舵輪及びクラッチ・スロット

ルレバーが備えられた船首部の操縦区画に移動して操船を続けた。 

本船は、低速力で岸壁から約５ｍの場所まで近づいたとき、クラッ

チ操作用のケーブルが焼損するなどしてクラッチが操作できなくなっ

たが、西北西風によって流されて右舷側から岸壁に着岸した。 

（図３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長は、すぐに乗組員を岸壁に退避させた後、本船の係留ロープを

岸壁のビットに掛け、自身も岸壁に移動した。 

このとき、本船は、船室右舷側囲壁に設けられた給油口及び通風口

から炎が出ていた。 

船長は、本船の近くに係留されていた僚船の乗組員から粉末消火器

１本を借りて本船に戻り、給油口と燃料油タンクとを接続するホース

が焼け落ちていたので、給油口から機関室内に消火剤を放出できると

考え、船室右舷側囲壁の給油口の中に消火器のホース先端部を入れて

消火剤を放出した。 

船長は、その後、操舵室内に入り、主機を緊急停止するためのワイ

ヤを引っ張って主機を停止し、すぐに操舵室から出たが、このとき、

配電盤（直流２４Ｖ）の上方に設置されていた主機計器盤から炎が出

ていることを認めた。 

船長は、僚船の乗組員から粉末消火器をもう１本借り、操舵室内に

消火剤を放出したが、鎮火は困難と判断して岸壁に退避し、僚船の乗

図３ 事故発生経過概略図 

天草市 

★ 

0 2km 1 

牛深港灯台 

牛深港 

牛深漁港 

下須島 

係留地 

目的地 

事故発生後、本船が
着岸した岸壁 

天草下島 

天草上島 

熊本県 

事故発生場所 
（令和７年７月３１日 
  １８時００分頃発生） 

天草市 
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組員に消防への通報を依頼した。 

本船は、来援した消防隊によって放水が行われ、１８時３０分頃火

災が鎮火した。 

 その他の事項 (1) 消火設備 

① 法定設備 

本船は、漁ろうをする間の航行区域が本邦の海岸から１００

海里以内の水域と定められている小型兼用船で、本船に必要な

消防設備は、小型漁船安全規則（昭和４９年農林省・運輸省令

第１号）及び小型船舶安全規則（昭和４９年運輸省令第３６

号）によれば、次のとおりである。 

ａ 機関区域及び居住区域に各１個の小型船舶用消火器（液体

又は粉末）を備え付けなければならない。ただし、機関区域

及び居住区域に備え付けなければならない消火器のうち１個

は、外面が赤色の消防用手おけ又はバケツ１個を備え付ける

ことをもって代えることができる。 

ｂ 機関室に自動拡散型消火器（液体又は粉末）を備え付けな

ければならない。 

ｃ 前記ｂにより自動拡散型消火器（液体又は粉末）等を備え

付けた場合は、機関区域に備え付けなければならない消火器

１個を減ずることができる。 

② 本船の設備 

ａ 機関室に熱感知式（公称作動温度９５℃）の自動拡散型消

火器（粉末）が１個備えられていたほか、甲板上にバケツを

備えていた。なお、火災を探知して警報を発する装置（以下

「火災探知装置」という。）の装備はなく、機関室に火災探知

器は設置されていなかった。 

ｂ 本船に備えられていた自動拡散型消火器の取扱説明書に

は、消火器最上部の熱感知部が天井下１０cm以内となるよう

に消火器を設置するよう注意事項が記載されていた。 

ｃ 本船の自動拡散型消火器は、船長の親族が設置したもの

で、熱感知部と機関室天井との距離が約４０cmであった。 

なお、自動拡散型消火器の設置位置は、本船の現場調査

時、既に同消火器が取り外されていたので、同消火器の支持

台を機関室船尾側囲壁に取り付ける際に開けられたネジ穴の

位置から推定した。 

（写真２ 参照） 
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(2) 本船の焼損状況 

本事故後の本船の焼損状況は、次のとおりであった。 

① 甲板上 

上部構造物と後部甲板が焼損しており、前部甲板に焼損はな

かった。 

② 上部構造物 

ａ 左舷側よりも右舷側の焼損の程度が強かった。 

ｂ 船室と操舵室の天井は、焼け落ちていた。 

ｃ 操舵室囲壁は、左舷側（交流２２０Ｖ配電盤を設置）は焼

け残っていた一方、右舷側は焼け落ちていた。 

ｄ 船室囲壁は、左舷側は一部原形をとどめて窓ガラスも焼け 

残っていた一方、右舷側は全体が焼損して窓ガラスも焼失し

ていた。 

ｅ 操舵室前面右舷側の操舵室と船室の隔壁（直流２４Ｖ配電

盤を設置）は、焼失していた。 

③ 交流２２０Ｖ配電盤 

全体が焼損しており、交流２２０Ｖ配電盤に接続された電気

配線は、樹脂製被覆が焼失して銅線が露出していたが、短絡に

よる溶融痕は認められなかった。 

④ 直流２４Ｖ配電盤 

焼失しており、焼失した操舵室前面右舷側の操舵室と船室と

の隔壁周辺には、直流２４Ｖ配電盤に接続されていたと思われ

る電気配線の塊があり、同配線は、樹脂製被覆が溶融して銅線

が露出し、一部の配線に短絡による溶融痕（以下「短絡痕」と

写真２ 本船の自動拡散型消火器の設置状況（推定） 

主機側(船首側) 

船尾側 
囲壁 

左舷側 
囲壁 

熱感知部 

機関室天井 

自動拡散型消火器が
設置されていた場所 

約40cm 
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いう。）が認められた。 

⑤ 船室に敷かれた１０枚の木製板 

ａ 左舷側の５枚 

裏側（機関室側）が一様に焼損しているものの、表側（船

室側）に顕著な焼損はなく、原形をとどめていた。 

ｂ 右舷側の５枚 

操舵室側の１枚が焼失しており、残りの４枚は、裏側、表

側ともに焼損し、部分的に焼失していた。 

⑥ 主機 

原形をとどめており、燃料油系統等の配管の外れはなかっ

た。 

ａ 鋼製排気管 

煤
すす

の付着はあるものの、原形をとどめており、同排気管に

巻かれた断熱材（アルミシート）の剝がれもなかった。 

ｂ ２台の発電機及び油圧ポンプ 

原形をとどめており、駆動用ベルトにも焼損はなかった。 

⑦ 機関室の囲壁（船首側、両舷側、船尾側）及び船底部 

煤の付着があるものの、顕著な焼損はなかった。 

左舷側の燃料油タンクと船室左舷側囲壁の給油口とを接続し

ていたホースは、上方の一部が溶融していた一方、右舷側の同

ホースは、焼失していた。 

⑧ 後部甲板の物入れに置かれた４台のバッテリー 

物入れと機関室の貫通口を通って機関室まで延びていたバッ

テリーケーブルの樹脂製被覆が一部溶融していたが、バッテ 

リー容器は原形をとどめていた。 

  （写真３～１１ 参照） 
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写真３ 船体右舷側 

写真４ 上部構造物左舷側                      写真５ 上部構造物右舷側 

隔壁があった
場所 

船首側 

操舵室右舷側の床面 

直流24V配電盤に接続されてい
たと思われる電気配線 

写真６ 操舵室と船室の隔壁（焼失）周辺の状況 

船首側 

囲壁(船室部分) 囲壁(操舵室部分) 

(漁協提供) 

船首側 

交流220V配電盤 

囲壁(船室部分) 囲壁(操舵室左舷側) 

(漁協提供) 

船首側 

隔壁があった
場所 

船室 

操舵室 

交流220V配電盤 

(漁協提供) 

操舵室の場所 船室の場所 (漁協提供) 
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※左の写真と右の写真は、異なる電気配線の短絡痕を撮影したものである。 
 

写真７ 直流２４Ｖ配電盤に接続されていたと思われる電気配線の短絡痕 

短絡痕 

短絡痕 

写真８ 船室に敷かれていた木製板の焼損状況（本船の後部甲板上に並べた状態） 

木製板 

直流24V配電盤 

交流220V配電盤 

機関室 
出入口 

(上部構造物上面図) 

操舵室と船室の隔壁 

船首側 

(操舵室) (船室) 

左舷側の木製板の裏側 

船首側 

操舵室側の１枚焼失 部分的に焼失 

(漁協提供) 

木製板の表側 

右舷側の木製板の裏側 
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(3) 文献情報 

文献*2には、小型漁船の電気的特徴や電気火災の原因について、

次の旨記載されている。 

① ＦＲＰ製漁船で発生する電気火災は、異極同士の絶縁抵抗の

低下が主な原因になっている。 

② 電気配線の耐用年数は、おおむね２０年とされているが、小

型漁船の船内に設置されている電気配線は耐用年数を超過して

いるケースが多く見られる。 

③ 海水雰囲気の繰返湿潤は、極間の絶縁を低下させ、漏れ電流

によって絶縁物を熱的に劣化させる。 

④ 絶縁抵抗の低下は、近回り回路（短絡）を発生させ、電源か

 
*2 「漁船の電気火災を防止しよう！小型漁船の電気系統の点検・整備マニュアル」一般社団法人大日本水産会、全

国漁業協同組合連合会、全国漁業就業者確保育成センター、一般社団法人日本船舶電装協会（令和４年９月改訂） 

過給機 

主機排気管 

船首側 

主機 
船首側 

過給機 

発電機(交流220V) 

発電機(ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電用) 油圧ポンプ 

写真９ 機関室の主機及び補機の状況 

写真１０ バッテリーの状況         写真１１ バッテリーが置かれていた物入れの状況 

貫通口 

バッテリーケーブル 

機関室との隔壁 
(船首側) 

バッテリーが置かれていた場所 

(漁協提供) 

バッテリー(セルモーター用) 

バッテリー(航海計器等用) 
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ら供給される電流は大変大きなものとなる。 

その原因は、充電部が露出し、異極同士が直接触れることに

よるが、汚損した端子台上にほこり
．．．

が堆積した場合にも、湿潤

と乾燥の繰り返しにより、ほこり
．．．

が炭化して最終的に近回り回

路が形成され、その時に流れる過大な電流で発火し、発火した

火炎が可燃物に燃え移り船内火災へと発展する。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 本船は、次のことから、主機、主機排気管、発電機等の補機、

バッテリーから出火した可能性は低いと考えられる。 

① 発航前検査で、主機の外観、冷却海水の船外排出状況及び 

バッテリーの各端子とバッテリーケーブルとの接続に異状はな

かった。 

② 主機、主機排気管、補機、バッテリーは、本事故後、原形を

とどめており、また、主機燃料油系統等の配管の外れはなく、

主機排気管に巻かれた断熱材に剝がれもなかった。 

③ 航行中、主機の警報は鳴っていない。 

なお、火災発生時に主機の回転数が低下したが、これは、火

災で発生した煙を過給機が吸い込んだことから、供給空気不足

及び燃焼不良となって主機出力が低下したことによるものと考

えられる。 

(2) 本船は、次のことから、直流２４Ｖ配電盤に接続された電気配

線のうち、機関室内の電気配線の絶縁被覆が劣化して短絡が発生

し、出火したものと考えられる。 

① 直流２４Ｖ配電盤に接続されていたと思われる電気配線の一

部に短絡痕が認められた。 

② 船室に敷かれていた木製板は、操舵室側の直流２４Ｖ配電盤

に近い１枚が焼失していた。 

③ 本事故当時、直流２４Ｖ配電盤に接続された航海計器には通

電されていなかった。 

④ 操舵室に煙が出始めたとき、既に機関室内には白煙が充満し

ていた。 

⑤ バッテリーから直流２４Ｖ配電盤までの電気配線は、本船購

入時（平成１２年）のものがそのまま使用されていた。 

(3) 本船は、船長が火災発生時にビニールが焼けたような臭いと目

に刺激を感じたこと及び焼損状況から、前記(2)によって出火し、

電気配線の絶縁被覆に着火した後、周辺の可燃物（船室に敷かれ

た木製板、操舵室と船室の隔壁、上部構造物囲壁）に延焼したも
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のと考えられる。 

また、上部構造物に延焼した火災は、西北西風にあおられて船

尾方に向かって更に延焼したものと考えられる。 

(4) 本船の機関室に設置されていた自動拡散型消火器は、熱感知部

が取扱説明書に記載された位置（天井下１０cm 以内）よりも離れ

た場所（天井下約４０cm）に位置していたことから、本事故当

時、作動しなかった可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、船長が機関室内の電気配線を２５年以上交換せずに使用

を続けていたため、本船が航行中、同配線が絶縁被覆の劣化によって

短絡して出火し、周囲の可燃物に延焼したことにより発生したものと

考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の所有者は、電気配線の耐用年数がおおむね２０年とさ

れていることに留意し、適切な間隔で電気配線を交換するととも

に、定期的に電気配線の点検や整備を行い、絶縁被覆に亀裂等の

劣化を認めたときは、当該配線を交換すること。 

・小型船舶の所有者は、熱感知式の自動拡散型消火器を機関室に備

える場合、同消火器の熱感知部が適切な位置となるよう取扱説明

書に従って同消火器の設置を行うこと。 

・小型船舶の所有者は、次の措置を採ることが望ましい。 

(1) 船舶検査時以外にも、定期的に電気機器整備会社に依頼し

て絶縁抵抗試験（電路と船体の間だけでなく線間の絶縁抵抗

も測定する。）を実施する。 

(2) 機関室火災の早期発見のため、法令によって火災探知装置

の備付けが求められていない場合であっても、火災探知装置

を装備し、機関室に火災探知器を設置する。 

(3) 機関室火災の際、効果的な初期消火を行うことができるよ

う、法令によって小型船舶用消火器の設置が求められていな

い場合であっても、居住区域に同消火器を設置する。 
 

 


